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専用シート

キープトップシート
注意事項

よくある質問

Point1
静音・通行可能

Point3
 SDGs

Point4
 工期短縮

Point2
 低臭気施工

今の廊下の上に新しく床材をかぶせると、重くなりませんか？

ご安心ください。使用するシートは従来の床シートと

同等の重さ、厚みで建物への影響はほとんどありません。

工事はどこに頼めばいいですか？

弊社では全国に施工店ネットワークがございます。

まずはお気軽にお問い合わせください。

工期はどのくらい短くなりますか？

条件により異なりますが、従来工法と比べて2割程度

短縮が可能です。

古い建物ですが、施工できますか？

まずは現地を確認させていただき、適応可能かを

判断いたします。

工事中、居住者の通行は制限されますか？

一時的に通行を制限させていただく場合がございますが、

工事中でも通行は可能です。

ダイレクトカバー工法は安全ですか？

粉じんや、においの発生が少なく、誘導加熱(IH)による

加熱のため火災リスクも少ない安全な工法です。

工事後のメンテナンスは必要ですか？

長期間美観と性能を保つためにも、定期的な清掃を

おすすめしております。

においが気になりますが、大丈夫ですか？

においの原因となる接着剤を使用しないため、安心して

ご採用いただけます。

ダイレクトカバー工法専用の防滑性ビニル床シートです。
 ■一般名称：複層ビニル床シート FS (JIS A 5705)
■規　　格：厚さ 2.5ｍｍ/幅1,820ｍｍ×9ｍ巻
■色　　数：3色
※受注生産品　受注条件：納期/約2週間、1色1幅につき300㎡以上
　ご注文の際には弊社営業担当者に確認をお願いいたします。

ホームページアドレス　https://www.lonseal.co.jp/
建材・防水本部
〒105-0021 東京都港区東新橋2-3-17 モメント汐留 11階
TEL.03-6452-8914　　FAX.03-6452-9157

ホームページアドレス　http://www.lonproof.or.jp/
〒105-0004 東京都港区新橋3-6-4　日吉ビル4階
TEL.03-6812-7051(代)　FAX.03-6812-7052
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●印刷の都合上、実物と多少異なる場合がございます。予めご了承ください。
●当カタログは発行時点の仕様・商品情報に基づいて作成しております。
　そのため、都合により予告なく仕様変更、廃番、色柄の改訂を行う場合がございます。
●当カタログは概要のみ記載しております。
●当カタログの無断掲載、複製を禁じます。
●弊社は、ロンシール機器株式会社と資本関係その他一切の関係がございません。

お問い合わせ・お申し込み

開放廊下用床シート改修工法

KP-11 KP-12 KP-13

ロンプルーフ防水事業協同組合

・当社専用の資材の組み合わせ（キープトップシート・ＩＨ テープ・両面テープ）をご使用
    ください。
・部分固定のため環境により、浮き・シワが発生する場合があります。
・施工前に既存床材の接着状況、新規床材と既存床材の接着性の確認が必要になります。
・清掃にあたってはホウキ、掃除機、デッキブラシで土砂やほこりを取り除き、
    固く絞ったモップで水拭きしてください。
・ 一般的に汚れは時間と共に落ちにくくなりますので、できるだけ早いうちに落としてください。
    汚れの堆積が進むと強い変色の原因になります。
・汚れ落としにシンナーは使用しないでください。表面の膨れや変色の原因となります。
・ゴムキャスターや脚立の脚キャップなど、一部のゴム製品によっては床面が褐色に汚染する
　（ゴム汚染）場合がありますので、ご注意ください。
・重量物や車輪の無理な移動はしないでください。シートの表面を傷つけたり膨れを発生
   させる危険性があります。強くこすったり、引きずったりしないようにご注意ください。
・製造上の理由で柄によりロールに方向性がありますので、柄合わせはできません。ご了承
   ください。
・施工直後の床材は素材固有のにおいがあります。換気を心がけてください。
・別途施工業者向けの専用資料がございます。
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従来の接着剤を使った改修工法

次世代改修工法『ダイレクトカバー工法』

①シートと接着剤を剥がす

シートを剥がさずに貼る
床シート

下 地
接 着 剤

②下地をきれいに整えて
     接着剤でシートを貼る

におい騒音

ダイレクトカバー工法と従来の改修工法の比較

『ダイレクトカバー工法』改修中イメージ 『ダイレクトカバー工法』改修後イメージ

「生活したまま工事」を可能にした開放廊下用床シート改修工法

既存床シートの補修・清掃

各種テープ貼り

床シートの敷設

誘導加熱装置で固定

溶接・端末処理
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既存床シートの処分
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マンションの開放廊下は
多くの人が利用するとともに
経年で老朽化

床シートが汚れたり、
剥がれたりして、
美観の低下や転倒リスクなどが発生

改修することで
快適な生活環境を守り
建物の資産価値を維持・向上

IHテープ

既存床シート

キープトップシート

ダイレクトカバー工法なら
既存の床材をそのままに改修するので、
普段の生活を変えず、SDGsにも対応

誘導加熱装置(IH)

ダイレクトカバー工法ダイレクトカバー工法

すると さらにその前に

課題 課題

Point1
 静音・通行可能
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Point2
 低臭気施工
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Point4
 工期短縮

�����������
���������

¡¢�£¤	¥¦���
�
�§�¨�

Point3
 SDGs


